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編 集 後 記

泌尿器科講座の独立が主張せられ てか ら既 に年久 しいが,そ の後は あま り着 々 と実行 されてい

る とは云えない 状態である.や は り泌尿器科関係者 は不断 の 努力 と運 動を続 け てゆ く必要が あ

る.目 下医学教育制度審議会に於て,講 座 の在 り方に就 ての研究 調査が行われ ているが,か かる

際には特に有効適切に鋤 きかけ る事が大切であ る.大 学 に於け る講座 の独立が第一に必要 な事 は

勿論 であ るが,そ れ よりも実施が比 較的 に容易であ り,且 つ実効 のあ ると思われ るのは,大 病

院,綜 合病 院に於け る泌尿器科 の独 立設置ではなかろ うか.現 在で も既に診療科 目として泌 尿器

科が分離設置せられている綜合病院はあるが,然 しその数は多い とは云えない.か な りの大病院

でも皮科 と一緒であつた り或 は皮泌科の全 く置かれていない病院 も少 くない.そ れには色 々の原

因があ ろ うが,主 として病院の経済的 の考 えに依 るのであろ うと思わ れる.然 し よく考 えてみる

と,皮 泌科が一科で医長一人である場合に,皮 泌科を分離 して科長 を1名 増 しても,人 件 費は問

題 にな る程多 くを要 しない.設 備 の点か らも特に困難な事は生 じないであろ う.然 も両科専 門の

科 長が別 々に居 ると云 うことになれぽ病院の資格 も向上 し,患 者が増 し,病 院の収入 は増す こ と

は明 らかである.即 ち泌尿器科を独立 させて科長を1名 増 した事 に よつ てプ ラス ーマイナス差 し

引きす ると,プ ラスの面が大 きい ことは確 実である.同 様に して皮泌科が一科 で科長1名,医 員

1名 の病 院にては皮泌科を分離 し医員を科 長に昇格 させてQ・,人 件費 の膨張は知れた ものであ る.

又今 まで皮泌科の設置 されていない病院にては,こ れを置 くことによつて病院の プラスにな るこ

とは上述の如 くである.こ の ような措 置は大学にてはい ろいろと困難な事構 があろ うが,大 学以

外 の病院にては比較的容易で,実 現可能ではなかろ うか 。大学がむずか しければ一股病 院が一歩

先 きに進む ことは泌尿器科学のために も,患 者 のために も,よ い ことであ ろ うと思 う.泌 尿 器科

が独立して置かれていない大病院,綜 合病院にては大いに考えて頂 きたい.
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